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徳島大学病院における術前貯血式自己血採血集約化の取り組み
―VVR発症例の検討と今後の課題―
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【背景・目的】当院は従来，各診療科にて自己血採血を施行していたが，各診療科でインシデント（血液凝固によ
る返血中止，針刺し事故）が多数発生したため，2017年に自己血採血の集約化を導入した．今回集約化後のインシ
デント発症状況や今後の課題を検討した．【結果】男性 59例，女性 305例，年齢 12～77歳，延べ採血数 520件，対
象疾患は婦人科腫瘍 210件，側弯症 129件，顎変形症 128件，骨髄移植ドナー 44件，その他 9件であった．インシ
デントはバッグ関連の 1件のみであったが，VVRは 27件（5.2％），VVR発症例の内訳は女性 24例，年齢中央値 18
歳，体重 48.4±7.4kg，側弯症 15件，顎変形症 9件，初回採血 22件であった．【考察・結語】当院では集約化後にイ
ンシデントの発症は減少したが，VVR発症率は既報よりも高かった．側弯症や顎変形症は若年女性に多い疾患であ
り，より安全な採血環境づくりに今後努めていく必要がある．
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はじめに
貯血式自己血輸血は，同種血輸血による未知の感染
症や同種免疫を回避できるため，待機手術において安
全かつ有効な輸血療法である．また近年の少子高齢化
と献血者数の減少により１）２），自己血輸血の重要性が見
直されている３）．当院では 2016年までは自己血採血を
各診療科の担当医師が診療の合間に行っており，貯血
適応，採血手技，採血バッグの搬送なども担当医師に
一任していた．一方で，診療科ごとに様々なインシデ
ントが発生し，特に血液凝固による返血中止が 2010
年以降に 9件報告され，院内輸血療法委員会にて，自
己血採血集約化の要望が挙がった．以上から，自己血
採血の安全性の向上と環境改善を目的として，2017
年から「自己血採血集約化」の運用を開始した．今回，
当院における術前貯血式自己血採血集約化への取り組
み，運用の概要，集約化後のインシデント発症状況と
今後の課題について報告する．

術前貯血式自己血採血集約化を導入した経緯
当院では従来，各診療科の担当医師が診療の合間に
自己血採血を行っていた．採血場所は各診療科外来で，
担当医師および看護師 1名がバッグの準備，消毒，穿
刺，そして採血バッグの輸血部門への搬送などを担当
していた．しかし，採血場所は，他の処置と兼用であ
ることが多く，また医師の消毒および採血手順には個
人差があり，看護師は他の業務と兼任など現場の負担
が非常に大きかった．2010年以降に血液凝固による返
血中止 9件，自己血バッグ関連 3件，針刺し事故 1件，
冷蔵保管の不備 1件などのインシデントが報告された．
そのために現場の医師，看護師から「自己血採血集約
化」の要望が 2015年 12月開催の輸血療法委員会で挙
げられた．
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表 1　自己血採血集約化における運用の流れとスタッフの役割分担
各診療科担当医師，輸血部門医師（自己血採血担当医師），自己血採血担当看護師，輸血部門検査技師，事務員が関与するプロセ
スに○を記入している．

業務の流れ 業務内容
担当者

各診療科
担当医師

輸血部門
医師

自己血採血
担当看護師

輸血部門
検査技師 事務員

インフォームド・
コンセント

採血前日までに同意書取得，採血枠の予約，パンフ
レットの手渡し ○

採血ラベルの出力 自己血採血量の確認，問診票の発行，ラベル発行（有
効期限確認） ○

患者確認 受診票の確認，採血バッグのラベルに直筆サイン ○ ○ ○

採血前記録 問診票記載，バイタルサインの確認 ○

採血 消毒，穿刺，介助 ○ ○

採血中記録 バイタルサインの確認，バッグの攪拌，患者への声
かけ ○ ○

採血終了時 製剤の処理，専用保冷庫への保管，バッグの確認 ○ ○ ○

採血終了後患者対
応

バイタルサインの確認，電子カルテへの記載，止血
確認 ○ ○

自己血採血集約化までの準備状況
主に自己血輸血を実施している産科婦人科，整形外
科，口腔外科，血液内科の医師や採血に関わる看護師，
検査技師などを委員とする自己血ワーキンググループ
を 2016年 2月に立ち上げ採血場所，採血日時，採血人
数などについて議論した．採血場所は，輸血・細胞治
療部に隣接する中央採血室とした．自己血採血に携わ
るスタッフとして，医師（輸血・細胞治療部，血液内
科），看護師（中央採血室），検査技師（輸血・細胞治
療部），事務員などを配置した．自己血採血に関連する
備品として，自己血採血患者専用のチェア，ハンドシー
ラー，計量器などを購入し，消耗品（自己血採血バッ
グ，消毒，圧迫固定用絆創膏，滅菌手袋など）を整備
した．当院では，自己血採血の説明同意書が存在しな
かったため，院内共通の説明・同意書を作成した．運
用の流れと自己血採血に関わるスタッフの役割分担を
表 1に示す．また対象患者の適応に関しては，日本自
己血輸血・周術期輸血学会の実施指針に基づき自己血
採血適応患者チェックシート，自己血採血問診票，患
者配布用パンフレットなどを作成した（図 1）．2016
年までの自己血採血が年間約 150件であることから，
採血は予約制かつ週 2回（火・金）で 1日 2名までの
固定枠とした．患者急変時に十分な人数のスタッフで
迅速に対応できるように採血時間も固定し，救急カー
トや酸素などを整備した．

集約化後の自己血採血の流れ
インフォームドコンセントは，採血前日までに自己
血採血説明書・同意書を用いて，各診療科担当医が行
うこととした．採血当日は，自己血採血担当の看護師
が，同意書の確認や採血場所の誘導を行い，問診票を

用いてバイタルサインの確認，体調の確認などを行っ
た．患者は，氏名や採血量などを確認し，採血バッグ
のラベルに直筆サインをして，採血を受ける．また採
血時には清涼飲料水などの水分を持参していただくよ
うにした．自己血採血担当医師（輸血・細胞治療部専
従医師），看護師は採血中の患者状態を観察し，体調不
良や異変に迅速に対応できるようにした．また採血中
は，採血バッグを定期的に攪拌し，血液が凝固しない
ように抗凝固剤と十分に混和した．採血終了後は，看
護師および検査技師が迅速に製剤処理を行い，採血バッ
グを輸血・細胞治療部の専用冷蔵庫に保管している．
また採血前後のバイタルサイン，穿刺部位，採血に要
した時間などは，看護師が電子カルテに記載し，また
問診票も電子カルテにスキャンし，各診療科担当医師
が，採血当日の体調や採血の実際を確認可能にした．

対象・方法
2017年 1月 1日から 2023年 12月 31日までの期間に
徳島大学病院中央採血室にて術前貯血式自己血採血が
行われた患者を対象とした．患者情報（年齢，性別，
貯血対象疾患など），貯血量，貯血回数，自己血採血に
関連する合併症（血管迷走神経反応：Vasovagal reac-
tion［VVR］），インシデント，各種検査結果などは電子
カルテから後方視的に収集した．なお本研究は，徳島
大学病院生命科学・医学系研究倫理審査委員会に承認
済みである（承認番号 4236）．

結 果
1）集約化後の現状と利点
約 10カ月の準備期間を経て，2017年 1月から集約化

を開始した．採血場所は，静かな衛生的な環境となり，
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図 1 院内共通の自己血採血適応チェックリスト，自己血採血問診票
（A）担当医用の自己血採血適応チェックリスト，（B）自己血採血当日に看護師や事務員が使用する問診票．いずれも自己血採血
集約化を運用開始時に作成したもので，全体の一部を示している．

(A) (B)

表 2　患者背景

性別：男性/女性 59（16.2%）/305（83.8%）
年齢中央値（範囲），歳 42（12 ～ 77）
年齢別患者数
10 ～ 19 歳 98（26.9%）
20 ～ 29 歳 57（15.7%）
30 ～ 39 歳 40（11.0%）
40 ～ 49 歳 55（15.1%）
50 ～ 59 歳 47（12.9%）
60 歳以上 67（18.4%）

採血延べ件数（男性/女性） 520（87/433）
採血回数 1回 208 名

2 回 156 名
貯血量 200ml 121 件

300ml 2 件
400ml 352 件
その他 45 件

対象疾患 婦人科腫瘍 210 件
側弯症 129 件
顎変形症 128 件
骨髄移植ドナー 44 件
その他 9件

表 3　VVR発症例の内訳

性別：男性/女性 3（11.1%）/24（88.9%）
年齢中央値（範囲），歳 18（13 ～ 55）
体重 48.4±7.4kg
VVR発症時の貯血回数 初回 22 件

2 回目 5件
VVR発症時の貯血量 308.3±92.1ml
対象疾患 婦人科腫瘍 2件

側弯症 15 件
顎変形症 9件
骨髄移植ドナー 1件

VVR：vasovagal reaction

医師による消毒や採血の手順などは統一された．集約
化開始から約 7年が経過したが，現在まで，患者から
の苦情はなく運用されている．インシデントは 7年間
でバッグの破損 1件のみであった．
2）貯血式自己血採血の件数
2017年 1月 1日から 2023年 12月 31日までの期間に，

364名（男性 59名，女性 305名）に対して，延べ 520
件（男性 87件，女性 433件）の自己血採血が施行され
た．患者背景を表に示す（表 2）．年齢 12～77歳（中央
値 42歳），305名のうち 10代は 26.9％であった．貯血
回数は 1回 208例，2回 156名，貯血量は 200ml 121

件，300ml 2件，400ml 352件，その他（採血中断など）
45件．対象疾患は，婦人科腫瘍 210件（産科婦人科），
側弯症 129件（整形外科），顎変形症 128件（口腔外科，
形成外科），骨髄移植ドナー 44件（血液内科，小児科）
などであった（表 2）．
3）VVRの発症状況
全 520件中において，27件（5.2％）に VVRを認め
た．また採血困難などで採血中断した事例を 45件（8.6%）
認めた．次に VVRをきたした 27件（27例）の患者背
景について検討した（表 3）．男性 3例，女性 24例であ
り，年齢 13～55歳（中央値 18歳），体重 48.4±7.4kg
であり，12例が未成年（中高生）であった．VVR発症
時の貯血回数は初回 22件，2回目 5件，VVR発症時の
採血量 308.3±92.1ml であった．VVRの gradeは I
度 26件，II度 1件であり，全例が内科的処置で改善し
た．対象疾患は，側弯症 15件，顎変形症 9件，婦人科
腫瘍 2件，骨髄移植ドナー 1件であった．
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考 察
当院では集約化前に，血液凝固による返血不可のイ
ンシデントが多く報告された．この原因として，自己
血採血中は，採血流量を観察しながら採血バッグを緩
やかに振って，抗凝固剤と血液を十分に混和する必要
があるが，この処置が不十分であった可能性が考えら
れる．集約化後は，血液凝固による返血不可のインシ
デントはゼロであるが，血管穿刺が困難な症例など，
採血流量が極端に遅い場合は，チューブ内凝固をもた
らすこともあるため，今後も採血中の処置に関しては
十分に留意したい．
自己血採血時に発症するVVRは，1回採血あたり 0.7～
5.9％程度の頻度と報告されている４）～１０）．当院では，自
己血採血集約化前の VVR発症率は不明だが，集約化後
の 520件において 5.2%にVVRを認め，発症率が高かっ
た．当院では自己血採血患者全体の 80%以上が女性で，
10代の患者が 26.9%と多く，さらに対象疾患として，
側弯症（24.8%）と顎変形症（24.6%）の比率が高く，
約半数を占めていた（表 2）．側弯症は男女比 1：7と女
性に多く，思春期～学童期に発症し，BMI＜18.5が発症
リスクを高めることが報告されている１１）．また顎変形症
も 20代に多く，男女比 1：2と女性に多い１２）．今回の検
討で，VVRを発症した 27件では，10代の患者が半数
以上で，体重も 50kg未満の患者が多く，22件が初回採
血であった．これまでに自己血採血時の VVR発症リス
ク因子として，若年女性，低体重，初回採血などが報
告されている．野々口らは，自己血採血時の VVR発症
頻度において，10代では患者数別 12.5％，患者採血回
数別 7.0％と報告している１３）．当院の特徴として，自己
血採血の対象疾患として側弯症や顎変形症などが多い
ため，若年女性や低体重患者の割合が高く，採血時の
VVR発症率が上昇した可能性が考えられた．また当院
では，集約化前までは自己血採血の件数は年間 150件
程度であったが，集約化後は 7年間で 520件と減少し
た．これは，産科婦人科（婦人科腫瘍）での自己血採
血が減少したことが関連しており，相対的に整形外科
や口腔外科の症例が増加し，VVR発症率が高まった可
能性も示唆された．
VVR発症例の特徴を検討したところ，VVR発症時の

採血量（平均値）は約 300ml であった．これらの結果
を踏まえ，2021年夏以降，10代や体重 50kg未満の患
者は初回採血量を 200ml に固定している．2022年以降
は VVR発症率 3.4％と低下傾向にあるが，依然発症率
は高く更なる改善に努めたい．また当院の特徴として，
採血中断例を 8.6％と多く認めた．これは，若年者が多
く自己血採血時の不安や緊張などの精神的要因に加え，
血管が細く穿刺困難など物理的要因も影響していると
考えられた．そして当院では自己血採血場所に血管確

認用の超音波機器を配置していないため，血管穿刺は
すべてブラインド穿刺で行っている．近年，中心静脈
のみならず末梢静脈穿刺においてもエコーガイド下に
よる血管穿刺が頻用され，血管が確認しにくい症例や
小児領域の症例に対しての有効性が期待できるため１４）１５），
今後導入を検討している．
2024年現在，当院には学会認定・自己血輸血医師看
護師は存在しない．VVR発症や採血中断例が多いこと
は，若年女性が多い以外にも，スタッフの接遇面や採
血環境が関与している可能性が考えられる．初回採血，
若年女性，未成年，低体重，緊張の強い患者への採血
時にはテレビの利用や家族のサポートなどリラックス
できる環境づくりが必要と考えられる．さらに血管穿
刺が困難な症例に対しては，超音波機器を用いた血管
の確認とエコーガイド下穿刺により血管穿刺の精度を
高めたい．そして今後，他施設の学会認定のスタッフ
や献血ルーム看護師などにも指導を仰ぎ，当院におけ
るスタッフのレベルアップを試み，将来的に貯血式自
己血輸血管理体制加算の取得を目指したい．
今回，当院での自己血採血集約化の取り組みと運用
現状を報告した．輸血療法委員会や自己血ワーキング
グループが中心となり集約したことで，各診療科医師
の負担が軽減し，インシデントも減少したが，一方で
当院特有の課題も明らかになった．具体的には，当院
では，若年女性，低体重患者の割合が多く，VVR発症
予防への対策が急務である．少子高齢化による献血者
の減少から，貯血式自己血輸血の必要性が再認識され
ており，自己血採血の安全性の向上が今後の重要な課
題である．
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